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（２００４年３月）

平成１６年 ４月

在ﾊﾝｶﾞﾘｰ日本大使館

Ⅰ．内 政

１．メッジェシ首相とオルバーン前首相の公開会談

（１）１日、メッジェシ首相とオルバーン前首相・青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ。第

１野党）党首の公開会談が国会議事堂内において約９０分間実施された。メッジェシ

首相は、歴代の首相経験者と今後のハンガリーのあり方、重要問題に関し与野党の立

場を越えて話し合いたいとして、二者会談を呼びかけ、オルバーン前首相もこれに応

じた。当初、本会談も他の首相経験者との会談同様に非公開とされる予定であったが、

会談直前にメッジェシ首相がプレスに対し公開会談とすることを提案し、オルバーン

前首相も了承した。

（２）本会談では両者とも自らの立場に固執し、終始すれ違いのまま終了した。メッ

ジェシ首相は政治スタイル、左右両派の和解につき話し合いたいと述べたのに対し、

オルバーン前首相はメッジェシ首相の本会談招待文言を踏まえ具体策を協議し合意し

たいとして、以下の提案を行った。

①(ルーマニアの)トランシルヴァニアのシャピエンティア大学への支援。

②ステータス法に盛り込まれた(ハンガリー系少数民族に対する)教育育児支援実施。

③(ルーマニアの)セーケイ地方の自治の承認。

、④証券取引における為替差益税復活と、同税を財源とする「家庭創造」支援(家族

世帯への支援)。

⑤家族、世帯優遇税制の復活。

⑥薬品付加価値税の低減。

⑦２００７年－１４年国民開発計画の（内閣ではなく）国会での策定。

（３）本会談でメッジェシ首相、オルバーン前首相は、ハンガリー系少数民族に対す

る教育育児支援、及びＥＵ加盟に抵触しない形での薬品付加価値税の低減の２点につ

いてのみ、意見の一致を見た。

２．メッジェシ首相の国民投票提案

（１）２月２８日、メッジェシ首相は、ミシュコルツ市の社会党支部主催の会合に出

席した際、２月１６日の首相国政評価演説の中での首相提案につき、国会４政党が責

任を逃れようとするなら、これを国民投票にはかる用意がある旨述べた。

ネープサバッチャーグ紙（第１与党社会党寄り）によれば、メッジェシ首相は同紙

に対し、国会議員定数削減については投票結果が拘束力を有する国民投票、大統領直

接選挙については投票結果が拘束力を有さず民意を明らかにするに留まる国民投票に

はかりたいが、当国欧州議会議員選挙４国会政党共同候補者リスト作成については国

民投票にはかるつもりはないと述べた。

（２）更に２日、メッジェシ首相はブダペスト市チェペル島で開催された住民集会に

出席した際 「仮に（同首相による国民投票提案につき）国会各政党の同意が得られな、

ければ、６月１３日の当国欧州議会議員選挙の機会に、大統領直接選挙及び国会議員

定数削減についての国民投票を実施することを提案したい」と述べた。



（３）自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ。第２与党）は、大統領直接選挙に反対であり首相

提案は受け入れられないとの見解を示した。また青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ。第１

野党）関係者は、首相の国民投票提案は国民の注意関心を逸らすための方便であると

している。

３．３月１５日革命記念日行事

（１）１５日、１９４８年の対オーストリア独立戦争・革命記念日の祝日に、ブダペ

ストではコッシュート広場（国会議事堂前広場）で政府記念式典が開催され、その後、

）、国立博物館前（１９４８年当時、愛国詩人ペテーフィが愛国詩の朗読を行った場所

更に夕刻には国立劇場で政府記念行事が行われた。メッジェシ首相は市内ピルヴァッ

クス・カフェ（独立戦争の発起場所）での自由プレス賞授与式で、マジャール教育相

は国立博物館前で、またレーヴァイ機会均等無任所相が国立劇場でそれぞれ演説した。

メッジェシ首相はコッシュート広場で演説予定であったが、ＥＵ加盟反対を唱える右

派団体関係者が同広場にいたため、演説を控えた。

（２）例年通り、国会議事堂でマードル大統領より、コッシュート賞（文化芸術関係

者 、セーチェニ賞（学術研究関係者）及びハンガリー共和国勲章の授与式が行われた。）

また、国立劇場で文化関係者への各章の表彰が行われた。

（３）デムスキ市長がブダペスト市内ペテーフィ像前で、シリ国会議長はショプロン

市で、オルバーン前首相・青年民主連盟（野党第１党。ＦＩＤＥＳＺ）党首はミシュ

コルツ市で演説を行った。

４．社会党党大会

（１）１２日、セゲド市のスポーツ・アリーナにて、社会党（ＭＳＺＰ。第１与党）

党大会が開催され、コヴァーチ党首（外相 、メッジェシ首相、ホルン前首相等が演説）

を行った後、ハンガリー欧州議会議員選挙の社会党同議員候補者２４名のリスト案が

採択された。

（２）事前の本件リスト案と同様、第１位コヴァーチ党首・外相、第２位ホルン前党

首・元首相、第３位レーヴァイ機会均等担当無任所相の順序に変更はなく、またコヴ

ァーチ、ホルンが当選してもストラスブールには行かず同リストから両者が外れ繰り

上げがなされることについてもこれまで通りとなった。

（３）通常、社会党党大会は週末の１～３日に亘って開催されるところ、今次大会は

約半日で終了する臨時党大会的意味合いが強いものであった。会場にはＥＵのロゴ、

旗とハンガリー欧州議会議員選挙の社会党同議員候補者ポスターが掲示され、６月予

定の当国欧州議会議員選挙を意識した党大会となった。

５．青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ）－ハンガリー市民連盟党大会

（１）２７日、青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ）－ハンガリー市民連盟（野党第１党）

は連盟集会（党大会）をブダペスト市内スポーツ・アリーナで開催し、約１万人が出

席した。

（２）同大会で演説したオルバーンＦＩＤＥＳＺ党首（前首相）は、本年度政府予算

修正のための国民請願書への１００万人の署名集めを提案した。政府予算修正のため

の国民投票は憲法により不可能とされており、政府与党は、本件署名は選挙キャンペ

ーンにすぎず、またＦＩＤＥＳＺの予算修正案は増税を意味するものと批判している。



６．メッジェシ首相３提案、大統領適格者に関する世論調査

２９日付マジャール・ヒールラップ紙（第２与党自由民主連盟・ＳＺＤＳＺ寄り）

は、２月１６日のメッジェシ首相の国政評価演説中の３提案（欧州議会議員選挙国会

４政党共同リスト作成、大統領直接選挙及び国会議員定数削減）及び大統領適格者に

ついてのメディアーン社（第２与党ＳＺＤＳＺ寄り）世論調査結果につき報道してい

る（同調査は３月５－９日、全国の成人１２００名に対して実施 。）

（１）メッジェシ首相諸提案の知名度と支持率（質問対象者全員における割合）

（提案を聞いたことがある） （提案を支持する）
①国会議員定数削減： ４２％ ８７％
②大統領直接選挙： ３４％ ６５％
③ ： ３９％ ３８％欧州議会議員選挙国会４政党共同リスト作成

（２）メッジェシ首相の意図についての意見

（ （ ） （ ）首相は本当に意図して提案を行った 人々の関心を経済問題から逸らすため わからない）
①質問対象者全員： ３８％ ５０％ １２％
②ＦＩＤＥＳＺ支持者： １３％ ８１％ ６％
③社会党支持者： ８１％ １１％ ８％
④ＳＺＤＳＺ支持者： ５１％ ３５％ １４％
⑤支持政党なし： ２９％ ５０％ ２１％

（３）共和国大統領として誰がふさわしいか（質問対象者全員の回答）

①マードル大統領： ２５％
②ゲンツ前大統領： ２４％
③オルバーンＦＩＤＥＳＺ党首・前首相： ６％
④ダーヴィド・ＭＤＦ党首： ５％
⑤コヴァーチ外相・社会党党首： ４％
⑥クンツェ自由民主連盟党首： ３％
⑦その他の人物： ６％
⑧わからない： ２７％

７．支持政党、選挙に関する世論調査

（１）２７日付当地各紙報道

（イ）支持政党

（注）４大世論調査機関：メディアーン社（第２与党ＳＺＤＳＺ寄り）
世紀末タールキ社（中立的）
ソンダ・イプソス社（第１与党社会党寄り）
ギャラップ社（第１野党ＦＩＤＥＳＺ寄り）

①４大世論調査機関における３月時点での質問対象者全員についての支持政党

メディアーン、タールキ、ソンダ・イプソス、ギャラップ
青年民主連盟(ＦＩＤＥＳＺ)：３１％、 ３４％、 ３４％、 ３４％
社会党（ＭＳＺＰ ： ２５％、 ２６％、 ２４％、 ２０％）

②確実に投票に行くと回答した支持政党を有する者の３月時点での支持政党

メディアーン、タールキ、ソンダ・イプソス、ギャラップ
青年民主連盟(ＦＩＤＥＳＺ)：５０％、 ４８％、 ５３％、 ５４％
社会党(ＭＳＺＰ)： ３９％(注)、３８％、 ３６％、 ３１％
自由民主連盟(ＳＺＤＳＺ)： ６％、 ５％、 ４％、 ３％

民主 (ＭＤＦ)： ２％、 ２％、 ２％、 ３％ハンガリー フォーラム
（注）ネープサヴァ紙は３９％、マジャール・ヒールラップ紙は４０％と報道。

（ロ）欧州議会議員選挙（世紀末タールキ社調査結果）

６月の欧州議会議員選挙に確実に投票する：５９％
確実に投票すると回答した者の支持政党
①青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ ： ５３％）



②社会党（ＭＳＺＰ ： ３５％）
③自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ ： ３％）
④ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ ：３％）

（２）２４日付ネープサバチャーグ紙（第１与党社会党寄り）

ソンダ・イプソス社（第１与党社会党寄り）による支持政党・選挙についての世論

調査（３月６－１５日データ収集。当国の１８歳以上の国民１５００人に照会 。）

（イ）支持政党の変遷（ ）投票に行くと回答し、いずれかの政党を選択した者の支持政党

（与党）
社会党（ＭＳＺＰ） ：１月 ４０％、２月 ３６％、３月 ３６％
自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ） ：１月 ４％、２月 ４％、３月 ４％

（野党）
青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ ：１月 ４９％、２月 ５２％、３月 ５３％）

民主 （ＭＤＦ） ：１月 ２％、２月 ２％、３月 ２％ハンガリー フォーラム
（非国会政党）

正義・生活党(ＭＩＥＰ)：１月 ２％、２月 ２％、３月 ２％ハンガリー
中央党（ＣＥＮＴＲＵＭ） ：１月 ２％、２月 １％、３月 １％
その他の政党 ：１月 １％、２月 ３％、３月 ３％

（ロ）仮に今週日曜に総選挙があればどの党に投票するか（全員よりの回答、３月）

（与党）
社会党（ＭＳＺＰ） ：２４％
自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ） ： ３％

（野党）
青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ） ：３４％
ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ) ： ２％

（非国会政党）
ハンガリー正義・生活党（ＭＩＥＰ) ： １％
その他の政党 ： ３％

わからない、投票しない ：３４％

（３）１９日付マジャール・ヒールラップ紙（第２与党ＳＺＤＳＺ寄り）

支持政党に関するメディアーン社（ＳＺＤＳＺ寄り）の世論調査結果（質問対象者

全てにおける過去３ヶ月における支持政党の変遷 。）

（与党）
社会党（ＭＳＺＰ） ：１月 ２５％、２月 ２５％、３月 ２５％
自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ） ：１月 ３％、２月 ４％、３月 ４％

（野党）
青年民主連盟（ＦＩＤＥＳＺ） ：１月 ３７％、２月 ３４％、３月 ３１％

民主 （ＭＤＦ） ：１月 １％、２月 ２％、３月 ２％ハンガリー フォーラム
その他の政党 ：１月 ２％、２月 ２％、３月 ２％
わからない、未回答 ：１月 ２０％、２月 ２１％、３月 ２２％
確実に投票に行かない ：１月 １２％、２月 １２％、３月 １４％

８．当国政治家好感度、知名度世論調査

（１）２７日付マジャール・ネムゼト紙（第１野党ＦＩＤＥＳＺ寄り）

政治家人気指標（世紀末タールキ社（中立的 、２００４年３月調査結果 。支持率、） ）

知名度の順（括弧内は２００３年９月調査結果との比較 。）

［１］マードル大統領： ６５％（＋１ 、９８％）
［２］ダーヴィド・ＭＤＦ党首： ６１％（－２ 、９８％）
［３］オルバーンＦＩＤＥＳＺ党首・前首相： ５３％（＋５ 、９８％）
［４］シリ国会議長： ５３％（－３ 、９２％）
［５］クンツェ自由民主連盟党首： ５２％（＋１ 、９８％）
［６］マジャール教育相： ４８％（－１ 、９０％）
［７］デムスキ・ブダペスト市長： ４８％（－４ 、９８％）
［８］ラムペルト内相： ４８％（－３ 、９４％）
［９］ヘレーニＭＤＦ議員団長： ４７％（＋２ 、５３％）
［ ］コヴァーチ外相・社会党党首： ４６％（－３ 、９４％10 ）



［ ］ポコルニＦＩＤＥＳＺ副党首： ４６％（＋２ 、９４％11 ）
［ ］レンドヴァイ社会党国会議員団長： ４５％（－４ 、９１％12 ）
［ ］キシュ首相府担当相： ４４％（＋１ 、５４％13 ）
［ ］メッジェシ首相： ４４％（＋１ 、９９％14 ）
［ ］アーデルＦＩＤＥＳＺ国会議員団長： ４４％（０ 、 ８９％15 ）
［ ］コヴァーチＪＯＢＢＩＫ（右派）党首： ４１％（－３ 、２２％16 ）
［ ］ロガーン国会議員団副団長： ４０％（＋２ 、７７％17 ）
［ ］ドラシュコヴィチ財務相： ３９％（なし 、７２％18 ）
［ ］ユハース国防相： ３９％（－４ 、７１％19 ）
［ ］ケーヴェールＦＩＤＥＳＺ全国評議会議長： ３３％（＋３ 、８８％20 ）
［ ］トュルメル労働者党（共産党）党首： ３１％（＋２ 、７７％21 ）
［ ］チュルカＭＩＥＰ（極右）党首： １６％（－１ 、９５％22 ）

（２）２９日付ネープサバッチャーグ紙（第１与党社会党寄り）

ソンダ・イプソス社（社会党系 。好感度、知名度の順（括弧内は先月比 。２００４） ）

年３月６日－１５日、１８才以上の市民１５００名を対象に実施。

［１］ダーヴィド・ＭＤＦ党首： ６２％（－１ 、９２％）
［２］マードル大統領： ６２％（０ 、 ９２％）
［３］バーラーンディ司法相： ５４％（－３ 、７５％）
［４］オルバーンＦＩＤＥＳＺ党首・前首相： ５４％（＋２ 、９７％）
［５］シリ国会議長： ５３％（０ 、 ８６％）
［６］デムスキ・ブダペスト市長： ５０％（＋２ 、９３％）
［７］ラムペルト内相： ４９％（０ 、 ８５％）
［８］クンツェ自由民主連盟党首： ４９％（＋１ 、９４％）
［９］メッジェシ首相： ４８％（０ 、 ９６％）
［ ］ヒレル文化遺産相： ４７％（－２ 、５５％10 ）
［ ］ヘレーニＭＤＦ議員団長： ４７％（－１ 、５５％11 ）
［ ］レンドヴァイ社会党国会議員団長： ４６％（－２ 、８１％12 ）
［ ］マジャール教育相： ４６％（０ 、 ８４％13 ）
［ ］コヴァーチ外相・社会党党首： ４５％（－１ 、８８％14 ）
［ ］ペルシャーニ環境相： ４５％（０ 、 ４４％15 ）
［ ］チッラグ経済・運輸相： ４２％（＋１ 、５９％16 ）
［ ］キシュ首相府担当相： ４２％（－１ 、５３％17 ）
［ ］ジュルチャーニ児童青年スポーツ相： ４２％（－１ 、７３％18 ）
［ ］アーデルＦＩＤＥＳＺ国会議員団長： ４２％（＋１ 、８５％19 ）
［ ］ユハース国防相： ４１％（－２ 、６７％20 ）
［ ］ブラーニ雇用・労働相： ４１％（－１ 、５０％21 ）
［ ］ネーメト農業・地方開発相： ４０％（－１ 、６０％22 ）
［ ］ケケーニ保健・社会・家族相： ３７％（－３ 、７８％23 ）
［ ］ケーヴェールＦＩＤＥＳＺ全国評議会議長： ３６％（＋１ 、７９％24 ）
（紙面の都合上、同記事顔写真掲載の２４名に入っていない政治家）
レーヴァイ機会均等担当無任所相： ５１％、７２％
ドラシュコヴィッチ財務相： ４０％、６７％
コヴァーチ情報通信相： ４８％、５２％
ユハースＥＵ統合担当無任所相： ４６％、４２％
ポコルニＦＩＤＥＳＺ副党首： ４８％、８７％
ヤーノシ社会党全国評議会議長： ４６％、５７％

（３）１９日付マジャール・ヒールラップ紙（第２与党ＳＺＤＳＺ寄り）

政治家人気度に関するメディアーン社（ＳＺＤＳＺ寄り）の世論調査結果。最も知

名度が高い政治家１２名の過去２ヶ月の人気度（括弧内は２月と比べた増減）

［１］ダーヴィド・ＭＤＦ党首 ：２月 ７１％、３月 ７３％（＋２）
［２］マードル大統領 ：２月 ６５％、３月 ６５％（０）
［３］クンツェ自由民主連盟党首 ：２月 ５９％、３月 ６０％（＋１）
［４］デムスキ・ブダペスト市長 ：２月 ５５％、３月 ５４％（－１）
［５］オルバーンＦＩＤＥＳＺ党首・前首相：２月 ５３％、３月 ５３％（０）
［６］シリ国会議長 ：２月 ５３％、３月 ５２％（－１）
［７］マジャール教育相 ：２月 ５１％、３月 ５０％（－１）
［８］ポコルニＦＩＤＥＳＺ副党首 ：２月 ４１％、３月 ４７％（＋６）
［９］ラムペルト内相 ：２月 ４９％、３月 ４６％（－３）
［ ］アーデルＦＩＤＥＳＺ国会議員団長 ：２月 ４４％、３月 ４５％（＋１）10
［ ］コヴァーチ外相・社会党党首 ：２月 ４４％、３月 ４３％（－１）11
［ ］メッジェシ首相 ：２月 ４６％、３月 ４１％（－５）12



Ⅱ．外 交

１．ＥＵ関係

（１）１８日、ハンガリーの欧州議会議員選挙実施日が公示された。６月１３日日曜

日に行われる。

（２）２５－２６日、ブリュッセルにて春の欧州理事会が開催され、当国からはメッ

ジェシ首相及びコヴァーチ外相が出席した。同会合では、ＥＵのテロとの闘いに関す

る宣言が採択された。また、欧州憲法条約を巡る政府間会議（ＩＧＣ）が再開し、６

月末までに同条約を完成させるという目標が設定された。

２．イラク復興支援

（１）１０日、イラクに派遣中のハンガリー輸送部隊約３００名のうち、２０３名が

任期を終了してハンガリーに帰還した。現在イラクでは、任期を延長した約１００名

及び２月末に交代要員として新たにイラクへ派遣された１９３名の合計約３００名の

ハンガリー兵士が活動している。

（２）２６日、ユハース国防相はハンガリー輸送部隊が駐留するイラク中部ヒッラー

を訪問し、現地を視察、ハンガリー兵を激励した。今次訪問は当初１９日頃を予定し

ていたが、安全上の観点から延期されていた。同国防相のイラク訪問は今回で２回目。

３．ＮＡＴＯ・国防関係

（１）１６日、ハンガリー政府は、臨時の国家安全保障会議を開催し、当国に対する

直接のテロの脅威はないと判断。他方で、空港や駅、地下鉄等の警備体制を強化する

ことを決定した。同会議開催は、１１日にスペインの首都マドリードで起こった爆弾

テロ事件を受けたもの。

（２）２１日及び２２日、デ・ホープ・スフェッヘルＮＡＴＯ事務総長が当国を訪問

し、マードル大統領表敬訪問、メッジェシ首相、コヴァーチ外相及びユハース国防相

とそれぞれ会談を行った。今次訪問は、昨年１１月に着任したＮＡＴＯ事務総長の着

任挨拶が主な目的。

（３）２９日、ワシントンにてルーマニア、ブルガリア、スロバキア、スロベニア、

エストニア、ラトビア及びリトアニアのＮＡＴＯ加入書が寄託され、７カ国は正式に

ＮＡＴＯに加盟した。メッジェシ首相は同７カ国首相宛にＮＡＴＯ加盟を歓迎する旨

の祝電を送った。

４．地域協力

（１）８日、ヴィシェグラード４カ国（Ｖ４。ハンガリー、ポーランド、チェコ及び



スロバキアの４カ国）首相級会合がチェコ・プラハにて行われた。ハンガリーからは、

ユハースＥＵ担当無任所大臣がメッジェシ首相代理として出席した。今次会合ではＶ

４各国のＥＵ加盟後の協力等について話し合われた。

（２）１２日、Ｖ４大統領会合がスロバキア・コシツェにて行われた。ハンガリーか

らはマードル大統領が出席した。各国大統領は同会合で、ＥＵ加盟後もＶ４協力を継

続していくことで合意した。

（３）２６日、Ｖ４＋ベネルクス諸国（ベルギー、オランダ、ルクセンブルク）会合

がブリュッセルで行われた。ハンガリーからはメッジェシ首相及びコヴァーチ外相が

出席した。

５．二国間関係（要人往来等）

●２月２４日－３月４日：シリ国会議長、マレーシア、シンガポール、ベトナム訪問。

●３月４日：フェネク・アダーミ・マルタ首相、当国訪問。メッジェシ首相と会談。

●３月５日：マードル大統領、トライコフスキー・マケドニア大統領葬儀に参列（マ

ケドニア 。）

●３月８日：コヴァーチ外相、独訪問。シュトイバー・バイエルン州知事他と会談。

●３月９－１０日：デブレ仏国民議会議長、当国訪問。マードル大統領を表敬訪問、

コヴァーチ外相及びシリ国会議長と会談。

●３月１６－１７日：マードル大統領、レバノン公式訪問。

●３月１８－１９日：マードル大統領、キプロス公式訪問。

●３月２５－２７日：チャンピ伊大統領、当国訪問。２５日、マードル大統領を表敬

訪問、シリ国会議長と会談。２６日、当国国会議事堂にて演説。

●３月２６日：シリ国会議長、クロアチア訪問。メチアル・クロアチア大統領を表敬

訪問、サナーデル・クロアチア首相、セクシュ・クロアチア議会議長及びクロアチア

に居住するハンガリー系住民の代表と会談。

●３月３０日：ジョアーナ・ルーマニア外相、当国訪問。メッジェシ首相、コヴァー

チ外相及びネーメト国会外交委員長と会談。

６．ハンガリー系少数民族関連

１８日、マルコー・ベーラ・ルーマニア・ハンガリー人民主同盟（ＲＭＤＳＺ）党

首が当国を訪問し、コヴァーチ外相と会談した。ＲＭＤＳＺは、ルーマニアに居住す

るハンガリー系住民の利益を代表するハンガリー系組織・政党で、ルーマニア議会に

３９議席（上院１２、下院２７）を有し、ルーマニア議会与党第１党のルーマニア社

民党（ＰＳＤ）と閣外協力の関係を維持している。



Ⅲ．経 済

１．各種統計

（１）２００３年ＧＤＰ成長率

２日、中央統計局は２００３年第４四半期のＧＤＰ成長率（速報値）が前年同期比

３．５％となり、２００３年通年のＧＤＰ成長率は２．９％であったと発表した（２

００２年は３．５％ 。２００３年第２四半期ＧＤＰ成長率は前年同期比２．４％、第）

３四半期は同２．９％であった。第４四半期では鉱工業生産とサービス部門の成長が

伸びたのに対して、農業部門では減少した。

（２）２００４年１月の賃金水準

中央統計局によれば、２００４年１月の実質賃金は、平均ネット賃金の７．０％上

昇及び消費者物価指数の６．６％上昇を受け、前年比０．４％上昇した。２００３年

の実質賃金上昇率は、ネット賃金の１４．３％上昇と年平均インフレ率４．７％を受

けて、９．２％の上昇であった。１月のグロス賃金月額は前年比８．１％上昇し１４

６，１７６フォリント（５７３．５ユーロ）であり、民間部門で９．８％上昇、公共

部門では６．２％の上昇であった。また１月のネット賃金月額は前年比７．０％上昇

し９３，７０８フォリントであり、民間部門で８．１％上昇、公共部門では５．６％

の上昇であった。

２．ユーロ参加時期等に関する中銀総裁発言

１９日、ヤーライ中銀総裁は、中銀ビジターセンター開所式で次の通り述べた。

（１）現在のフォリントの為替レートはハンガリー経済に対する信用回復を反映して

いるが、まだ十分なフォリント高ではない。今後、信用が再確立されれば、金利引き

下げの可能性もある。

（２）ハンガリー経済には良い進展が見られており、市場はこれらの進展を承知して

いる。ユーロ導入に関し、安定した為替レートを保ちつつインフレ率を下げるために

は厳しい財政政策と賃金政策が必要である。中銀はできる限り早期のユーロ導入は経

済にとって良い効果をもたらすと信じているが、経済収斂のスピードについては政治

的要素の絡む問題である。仮にユーロ導入を遅らせるならば、ＥＲＭ－２加盟を急ぐ

必要はない。現ユーロ参加国のユーロ参加前の状況と比較すると、ハンガリーではよ

り多くの国民が遅い時期のユーロ導入に賛成しており、経済収斂のペースについて

様々な意見がある上、同経済収斂に対する国民の支持の強さも疑わしい。

３．基準金利引き下げ

（１）２２日、中央銀行は基準金利を０．２５％引き下げ１２．２５％とする旨発表

した（注：中銀は４月５日にも右を更に０．２５％引き下げ、１２．００％とする旨

発表している 。）

、（イ）今次発表は市場関係者を驚かせた。この金利引き下げは２００３年１月以降

初めての引き下げとなる。今次引き下げの理由として金融協議会は、①経済成長の

加速、②輸出の拡大、③鉱工業生産高の急速な伸び、④競争力の改善、⑤企業の直

接投資の増加、⑥経常収支赤字の改善を挙げている。今回の中銀の発表は１ヶ月前

の発表とはかなり異なった調子となっており、これについてアナリストらは、金融

協議会の意向が徐々に中銀の意向と異なってきているとしている。尚、金融協議会



の二人の新しいメンバーであるハルディ・イロナ氏とビハリ・ヴィルモシュ氏は今

回初めて協議会に参加した。

（ロ）金融研究所（Penzugykutato）のネメーニ・ユディット氏は、マーケットは基

準金利の引き下げがあるとすればもう少し大きく０．５％程の引き下げになるであ

ろうと予測していた、もし中銀が市場の期待に応えることができなければ、フォリ

ントはまた不安定になる、としている。ＧＫＩ経済研究所のカルシャイ・ガボール

氏は 「これは中銀にとっては非常に大きなステップであるが、経済にとっての影響、

は小さい」と述べている。ＩＮＧ銀行のバルツァ・ジョルジ氏は、フォリントの為

替相場はこの２週間で１ユーロ＝２５０フォリントまで到達するであろうとしてい

る。ＢＮＰパリバ銀行のストラテジストMichal Dybula氏は 「今回の中銀の発表は、、

投資家に対して、本格的な金利引き下げが行われる前に国債を購入するよう予告し

ている」としており、これは５月に発表される予定の中銀インフレ・レポートが明

るい見通しであることを意味しているとしている。投資銀行のＪＰモルガンでは、

基準金利は７月までには１１．５％、２００４年末までに１０．５％になるであろ

うと予測している。

（２）その後のアナリストらの反応（２４日付ナピ・ガザシャーグ紙）

（イ）関係者の間では、今後の金利引き下げについての過大予測により市場のオーバ

ーシュートを引き起こすのではないかの懸念が強まっている。市場関係者は今後２

ヶ月間に更に１％の利下げがあると予想している。アナリストらによれば、フォリ

ント高が更に進み、集中的な国債買いが続けば、中銀は更なる金利引き下げを決定

するかも知れない。同時にアナリストらは、突然の大幅な金利引き下げや、金利引

き下げへの過剰な期待は長期間に亘る影響を及ぼすと警告している。Credit Agric

ole Indosuez社のアナリストは、２２日発表の金利引き下げでさえ「フォリント・

バブル」を引き起こしかねないとしている。ロイターによれば、ハンガリーの１２．

２５％の基準金利は欧州で最も高く、ユーロに対して４％もフォリント高となった

のは、確定した投資でなくむしろポートフォリオ資本による。

。（ロ）現在審議中の中央銀行関連法の改訂後は、中銀総裁の実質的権限は増大する

これにより、中銀総裁は基準金利を決定する権限を有し、更にフォリントの準備高

を変更するに当たっての義務であった１５日前の速報レポートの発行が撤廃される

ことで、金融市場の異常な状況に対処できるようになる。

。（ハ）２３日の国債市場からは、投資家の信用が更に強まったことが明らかである

国債の購入にあたり、外国投資家はフォリントの資金調達が必要になるため、これ

がハンガリーの通貨に良い影響を与える。その結果、フォリントは１ユーロ＝２５

２フォリントから、午後には２５１．１フォリントとなった。ＩＮＧ銀行の専門家

は、昨今の状況は国債市場の状況に左右されるとしており、国債市場の良好な状況

が続けばユーロ安も続くであろうが、１ユーロ＝２５０．５フォリントのレベルか

ら収益化が始まるとの見解を示している。ＯＴＰ銀行のアナリストは、２２日の予

期せぬ利下げ発表から金利引き下げの時期が来たことが予測されるが、０．２５％

の利下げは中銀が急速な金融緩和はしたくないということの現れであるとしている。

４．地方事業税改正の動き

（１）チッラグ経済運輸大臣は、本年に入り、地方事業税の改正を検討している旨の

発言を行っていたが、２９日に行われた競争力協議会の席上、現行制度では企業税の

課税対象となる収益から地方事業税の２５％分しか控除できないが、これを全額控除



できるようにすべきとの提案が同経済相より出された。また同協議会では、地方事業

税自体を廃止する可能性についても議論された。

（２）３０日、米国商工会議所主催の投資協議会で講演したメッジェシ首相は、地方

事業税の削減には賛成すると述べつつも、その結果、地方自治体が損失を蒙ることは

認められず、段階的削減なら受け入れられると付言した。

５．農民デモ以降の牛乳加工品を巡る動向

（１）２月中下旬にかけて行われた農民デモの際に、農業・地域開発省と農業者団体

との交渉の結果 「 （朝の飲み物）と称する牛乳加工品に掛けられてい、 」reggeli ital
た付加価値税が１５％から２５％に引き上げられた。また、大手小売店４社（その後

１社が加わり５社となった）は事前の予告なく店頭での同製品の販売を３月３日から

中止した。

（２）１１日、競争庁は、小売店による「 」の仕入れ中止について、違reggeli ital
法行為は見つからなかったものの、この問題については引き続き調査を続けるとした。

また、現在販売を続けている小売店については、新たな注文を中止し在庫の処分を行

うか、もしくはその代わりに、消費者に対する製品情報の表示方法の改善を選ぶか、

の選択肢があるが、本件は農業者と加工業者双方の利害に微妙な問題を抱えており、

競争庁にとっては後者の選択が望ましい解決策であるとした。

６．水利・治水政策

２２日、セゲドで行われた世界水の日記念式典でペルシャニ環境・水利大臣は、２

００５年から２０１５年にかけて実施される国連国際水の１０年において、ハンガリ

ーでは洪水対策、下水処理施設整備、安全な水の供給といった分野への投資が重点的

に行われ、また、政府は下水道普及率を２０１５年までに現在の５５％から８５％に

引き上げると語った。

７．ＥＵ加盟後の労働力移動問題

（１）３日、ハンガリー政府は、ＥＵ加盟後、労働者の移動の自由について相互主義

に基づき対応すると発表した。これは、西欧の数カ国が、ＥＵ拡大に向けた準備段階

での寛大なアプローチから態度を反転させたことを受けている。アイルランドと英国

は福祉制度の利用制限を検討しており、スウェーデンとデンマークは中東欧諸国から

の労働者が賃金破壊（労働力の安売り）をしないという証明を求める方針である。ま

たオランダはドイツ、オーストリアと同様の割当規制をするとしている。フィンラン

ド、フランス、スペイン、ギリシャ及びベルギーはケース・バイ・ケースで対応する

としているが、イタリア、ポルトガル、ルクセンブルグはまだ自国の考え方を表明し

ていない。

東欧諸国からの大量の労働力の流入を危惧する現ＥＵ加盟国は、ＥＵ拡大について

の協議の中で、特例として労働市場の即時完全開放についての義務の免除を要求して

いた。その結果、いわゆる２＋３＋２年の移行期間が設定された。この７年間の移行

期間の最初の２年間は、現加盟国は独自の規制を適用することが可能で、次の３年間

は、現加盟国はブリュッセルにおいて主旨書を発行すれば規制の継続が可能、最後の

２年間は、現加盟国は充分な正当性を証明でき欧州委員会からの承認を得られれば、

ＥＵ法と異なった規制を継続することが可能となる。



（２）２５日付当地紙によれば、メッジェシ首相は本件につきプロディ欧州委委員長

と議長国アイルランドのアハーン首相宛に書簡を発出し、労働者の移動について加盟

条約の一般規定を適用するよう要請するとともに、労働者の移動の制限は１２ヶ月間

で解除されるべきであるとしてできる限り早期の通行自由な国境の導入を要請した。

（本資料は当該月間のハンガリー紙等の報道をベースにとりまとめたものです ）。


